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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月13日(2021.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４－１】 【図４－２】
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【図５－２】 【図５－３】
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【図７－１】 【図７－２】
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【図９－１】 【図９－２】

【図９－３】 【図１０】
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【図１１－１】 【図１１－２】
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【図１３－１】 【図１３－２】

【図１３－３】 【図１３－４】
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【図１３－５】 【図１４】

【図１５－１】 【図１５－２】
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【図１５－３】 【図１６－１】

【図１６－２】 【図１６－３】



(12) JP 2020-533362 A5 2021.11.4

【図１７－１】 【図１７－２】

【図１７－３】 【図１７－４】
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【図１７－５】 【図１８】

【図１９－１】 【図１９－２】
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【図１９－３】 【図２０－１】

【図２０－２】 【図２０－３】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】

【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ３８上の少なくとも２つの非重複エピトープに結合する多重特異性抗体であって、
　（ａ）第１の可変領域配列が、配列番号３９４のＣＤＲ１配列、配列番号４１３のＣＤ
Ｒ２配列、及び配列番号４３１のＣＤＲ３配列を含み、
　（ｂ）第２の可変領域配列が、配列番号１５１のＣＤＲ１配列、配列番号１６３のＣＤ
Ｒ２配列、及び配列番号１７２のＣＤＲ３配列を含む、多重特異性抗体。
【請求項２】
　前記第１の可変領域配列が、配列番号３２３の配列と少なくとも９５％の同一性を有す
る重鎖可変領域アミノ酸配列を含み、前記第２の可変領域配列が、配列番号９９の配列と
少なくとも９５％の同一性を有する重鎖可変領域アミノ酸配列を含む、請求項１に記載の
多重特異性抗体。
【請求項３】
　前記第１の可変領域配列が、配列番号３２３の重鎖可変領域アミノ酸配列を含み、前記
第２の可変領域配列が、配列番号９９の重鎖可変領域アミノ酸配列を含む、請求項２に記
載の多重特異性抗体。
【請求項４】
　ＣＤ３８上の少なくとも２つの非重複エピトープに結合する多重特異性抗体であって、
　（ａ）第１の可変領域配列が、配列番号３９４のＣＤＲ１配列、配列番号４１３のＣＤ
Ｒ２配列、及び配列番号４３１のＣＤＲ３配列を含み、
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　（ｂ）第２の可変領域配列が、配列番号２１９のＣＤＲ１配列、配列番号８３のＣＤＲ
２配列、及び配列番号２４０のＣＤＲ３配列を含む、多重特異性抗体。
【請求項５】
　前記第１の可変領域配列が、配列番号３２３の配列と少なくとも９５％の同一性を有す
る重鎖可変領域アミノ酸配列を含み、前記第２の可変領域配列が、配列番号１７５の配列
と少なくとも９５％の同一性を有する重鎖可変領域アミノ酸配列を含む、請求項４に記載
の多重特異性抗体。
【請求項６】
　前記第１の可変領域配列が、配列番号３２３の重鎖可変領域アミノ酸配列を含み、前記
第２の可変領域配列が、配列番号１７５の重鎖可変領域アミノ酸配列を含む、請求項５に
記載の多重特異性抗体。
【請求項７】
　前記第１及び前記第２の可変領域配列の組み合わせが相乗的である、請求項１～６のい
ずれか１項に記載の多重特異性抗体。
【請求項８】
　二重特異性である、請求項１～６のいずれか１項に記載の多重特異性抗体。
【請求項９】
　二価である、請求項８に記載の多重特異性抗体。
【請求項１０】
　四価である、請求項８に記載の多重特異性抗体。
【請求項１１】
　任意選択的にヒトＩｇＧ１ Ｆｃ領域またはヒトＩｇＧ４ Ｆｃ領域を含むＦｃ領域をさ
らに含む、請求項１～１０のいずれか１項に記載の多重特異性抗体。
【請求項１２】
　ヒトＩｇＧ１ Ｆｃ領域またはヒトＩｇＧ４ Ｆｃ領域がサイレンシングされている、請
求項１１に記載の多重特異性抗体。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の多重特異性抗体を含む、医薬組成物。
【請求項１４】
　血液学的悪性腫瘍、気道過敏性を特徴とする状態、ならびにニコチンアミドアデニンジ
ヌクレオチド（ＮＡＤ）の低下を特徴とする加齢関連及び代謝機能障害からなる群より選
択される疾患または状態の処置において使用するための、請求項１～１２のいずれか１項
に記載の多重特異性抗体または請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記血液学的悪性腫瘍が、多発性骨髄腫（ＭＭ）、非ホジキンリンパ腫、Ｂ細胞慢性リ
ンパ性白血病（ＣＬＬ）、Ｂ細胞急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）、及びＴ細胞ＡＬＬ
を含む群から選択される、請求項１４に記載の多重特異性抗体または医薬組成物。
【請求項１６】
　前記血液学的悪性腫瘍が多発性骨髄腫（ＭＭ）である、請求項１５に記載の多重特異性
抗体または医薬組成物。
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